
 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号：C-2-2 

事 業 名：地域交流拠点施設整備事業（吉田地区） 

事 業 費：総額 66,543千円 国費 49,907千円 

（内訳: 設計費 8,925千円、工事費 57,618千円） 

事業期間:平成 24年度～平成 25年度 

事業目的：吉田地区において、安全・安心な農業集落への定住及び交流の促進を図るため、 

地域交流拠点施設の整備を行う。 

 

事業地区：吉田地区 

事業結果 

吉田地区：農村環境改善センター（2階建て） 延べ床面積（1,266㎡） 

 

＜平成 24年度＞ 

実施設計 8,925千円 

＜平成 24年度～平成 25年度＞ 

監理業務委託、整備工事 57,618千円 

＜平成 25年度＞ 

7月 1日より供用開始 

 

 

 

 

事業の実績に関する評価 

 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価  

〇当該事業で整備した農村環境改善センター（吉田地区）は、東日本大震災大津波により被 

災した施設を復旧したものである。当地区のコミュニティ形成の場として、また、有事の際

には緊急避難場所として活用されている。 

  

 ⇒ 上記を踏まえ、本事業は事業目的に即した効果を発揮していると判断する。  

  

② コストに関する調査・分析・評価 

  〇工事費積算については、建設工事標準積算基準などの適切な算定根拠に基づき行われて 

いる。  

 

⇒ 上記を踏まえ、本事業に要したコストは妥当と判断する。  

  

③ 事業手法に関する調査・分析・評価    

 想定事業期間 実際の事業期間 

調査・測量・設計 平成24年 8月～平成24年10月 平成24年 8月～平成24年10月 

工事 平成24年12月～平成25年 5月 平成24年12月～平成25年 5月 

  ⇒ 想定事業期間内で整備を終えており、事業手法として妥当であったと判断する。 

 

事業担当部局 

亘理町生涯学習課生涯学習班 電話番号：0223-34-0510 

 


